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外国人の活用で人手不足に克つ（第3回）

介護分野で外国人が注目される理由

2021.12.17

急増する要介護・要支援者によって、介護分野の人材ニーズは拡大しています。しかし、離職率が高く、他のサービス業よ
りも賃金水準が低いこともあって人材確保には非常に苦労しています。それをカバーするために東南アジアを中心とした外
国からの人材の受け入れにさまざまな手段で取り組んでいますが、従来型の技能実習制度などの仕組みでは限界があるこ
とも明らかになってきています。

介護保険制度が施行されて以来、2000年度は218万人だった要介護・要支援者は、その後も数が増え続け、2015年度に
は、ついに600万人を超えました。このように増大していく要介護・要支援者に対するサービスのニーズも増えていますが、
必要な数の介護職員を確保できないということが、どこの施設も抱える悩みとなっています。

不足する介護職員

介護に関する有効求人倍率が、全産業より高い水準で推移しているのは、要するに求人を出しても、他の産業に比して人
が集まりにくいことを示しています。もちろん、都市部か地方かによる違いなどもありますが、例えば、2021年9月における全
職業の有効求人倍率の平均が1.05倍であるのに対して、介護の有効求人倍率の平均が3.63倍にもなっていて、介護分野
の求人がかなり大変なことがうかがえます（厚生労働省「一般職業紹介状況（2021年9月分）」）。

さらに問題なのはその離職率の高さです。離職率が低下してきているとはいわれていますが、厚生労働省のWebサイトにあ
る「介護労働の現状」によると、全産業との比較では、介護職員の離職率が上回る状況が続いています。もちろん、職種の
違いこそあれ、どんな職業でも大変な側面というのは必ずあります。なぜ、介護の分野での離職率が高い傾向にあるのでし
ょうか。
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（出典：厚生労働省「介護労働の現状」）

 

公益財団法人介護労働安定センターの「平成29年度介護労働実態調査」によると、離職の理由としては、「職場の人間関
係に問題があったため」 「結婚・出産・妊娠・育児のため」「事業所の理念や運営のあり方に不満があったため」「他に良い
仕事・職場があったため」「自分の将来の見込みが立たなかったため」「収入が少なかったため」「新しい資格を取ったから」
などが挙げられています。

以上の理由を見て、どのような感想を持ちますか？ この手の離職理由はどの分野、どの職場でも見られる離職理由で、何
も特別、介護特有の離職理由ということではないようにも思われます。

問題は、他の対人サービス産業との比較です。国の「ニッポン一億総活躍プラン」においても触れられていますが、介護分
野で人材確保が困難な理由として、介護職員の賃金が他の対人サービス産業と比較し、賃金が低いことが挙げられていま
す。つまり、介護の仕事で働いても、他の仕事よりも給与が安いのであれば、別の仕事に就きたいと考えるのは自然なこと
です。

しかし、介護というのは、その売り上げが保険料収入に依拠するところが多いため、払える給与の上限が決まってしまいま
す。そのため、政府が政策的に関与をしていかなければ、介護職員の確保は難しいのです。実際、介護職員の確保のた
めのさまざまな施策、「介護職員処遇改善加算（給与増額）の拡充」「再就職準備金の貸付制度」「介護福祉士をめざす学
生への奨学金制度」「介護ロボット・ICTの活用推進」などが政府により実行されています。

これらの施策がどの程度の効果を有し、今後、ニーズを満たす介護職員を確保できるか否かは不明です。というより、難し
いと思われます。例えば給与にしてみても、いきなり5万円も10万円も昇給できるわけではありません。1万～2万円程度の上
乗せが小さいとは言いませんが、それで多くの人が介護労働市場に流れ込んでくるということにはならないでしょう。

これまでの外国人介護職員受け入れの状況… 続きを読む
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